
２０２３年１０月

メンバーズＶＯＩＣＥ議案書
◎各社の労使協議における「人事賃金制度」や「働く環境整備」、「労働条件に関わる協
議」について、対象の企業・雇用形態のメンバーへ、動画を用いて共有を行います。

◎今回は「札幌丸井三越」「月給制社員」が対象 です。
※内容の「１」については、時給制社員も対象となりますので、ご確認をお願いします。

◎意見・質問は「Forms（最終頁）」または「組合事務所・組合役員」までお願いします。

社外秘

動画QRコード
※リンク先は組合HPです。

ログインID：社員番号（10桁）
パスワード：生年月日

＜今回の内容＞

２０２３年１２月賞与 組合要求（案）
１．２０２３年度上期札幌丸井三越の動向【報告事項】

２．賞与要求にあたり考え方【報告事項】

３．２０２３年度１２月賞与要求（案）【審議決定事項】



１．２０２３年度上期札幌丸井三越の動向
P2

【報告事項】
（１）環境認識

• ２０２３年５月にコロナウィルスが5類に移行され、活動自粛要請など行動制限もなくなり、人流も回復したことで、旅行やレジャー、

外食などの外出関連の消費活動が活発になっています。

• インバウンドは、5月以降入国制限がなくなり、外国人観光客が国全体で増加傾向にあります。加えて円安を背景に高額品・化粧品の

インバウンド需要が高まっています。客数はコロナ禍以前に及ばないものの、高額品の消費もあり客単価が上がったことで、8月の全

国の百貨店免税売上は、2019年8月の全国の百貨店免税売上を越えました。

• 周辺環境は、 2023年に入り再開発が進んでいます。5月にPIVOT、8月にエスタなど老朽化に伴うビルの立て直しを行う為、閉店して

いました。新しいビルとして、7月にモユクサッポロが開業しています。11月にはココノススキノがオープンを予定しており、札幌駅

からすすきの駅にかけての街並みが大きく変化しています。

• 新幹線の札幌延伸は、建設工事の遅れ、冬季オリンピックの札幌招致活動が2034年以降の延期などを理由に、2030年に目指していた

開業時期の後ろ倒しが発表されています。

※北海道新聞HP参照



１．２０２３年度上期札幌丸井三越の動向
P3

【報告事項】
（２）２０２３年度上期業績結果と年間見通し

• ２０２３年上期売上高の見通しは、前年を大きく上回っています。５月にコロナウィルスが５類に移行され客数増、コスメ施策や遊

休地の活用などで売上を伸ばしたこと、金・時計など特選・宝飾を中心に売上を伸ばし客単価が上がったことが要因です。上期は前

年からの売上伸び率は、三越伊勢丹グループの地域事業会社の中でトップの数値を記録しています。

• その他営業収入は、目標値に未達ですが、コンタクトセンターの業務受諾、パークタワーの賃貸、店舗内のテナント入居が進んだこ

とによる定借収入など、様々な取り組み拡大による効果から前年に対して伸長しています。

• 販売管理費については、MIカードのポイント費など売上連動で増加があり予算を超過した科目がありますが、人件費は採用抑制、外

部出向などで前年を下回りました。物流費（共配率向上・配送料見直し）、光熱費（電力契約の見直し）は予算を下回り、売上連動

以外の科目で販売管理費を抑制したことで、販売管理費全体で予算59百万円下回る結果となりました。

• 営業利益は、上期予算・前年を達成しています。5年ぶりの黒字化へ向けて、下期以降も戦略が推進されます。

単位：百万

２０２３年度

上期見通し※下期方針説明会資料参照 年間

見通し 予算比 予算差 前年比 前年差 見通し

売上高 27,563 99.7% ▲73 113.3% 3,243 61,603

差益率 20.98% ― 0.02% ― ▲0.37% 20.66%

その他営業収入 209 93.6% ▲14 128.8% 47 577

営業総利益 5,992 99.6% ▲26 111.9% 637 13,302

販売管理費 6,404 99.1% ▲59 102.8% 173 13,169

営業利益 ▲412 ― 33 ― 464 133



“ダイバーシティ&インクルージョン” “健康経営” “サスティナブル”

戦略１

マスから個のCRM戦略シフト
識別顧客増、“個客”への業務サイクル

１．２０２３年度上期札幌丸井三越の動向
（３）2023年度方針

P4

• 2023年度は、昨年度取り組みを進めてきた札幌丸井三越としての高感度上質戦略である“おもてなしリーダー”にさらに磨きをかけ、

重点戦略のもと、アナログとデジタルを融合しながらおもてなしの進化を図り、営業利益の黒字化を目指します。

北海道に暮らす人たちに心豊かさを提供する企業 北海道の“おもてなしリーダー”として振る舞う

23年度
テーマ

おもてなし２.0
人の力（Analog)×情報技術（Digital）“おもてなし”の進化、“夢＝まち化”向けた足場を固める

財務
目標

売上61,676百万 
その他営業収入609百万

販管費13,368百万23年度黒字化 営業利益100百万

【報告事項】

VISON

重点
戦略

戦略２

おもてなし2.0フェーズ
デジタルとアナログの掛け合わせで

“おもてなしレベルアップ”

アナログ

✓ おもてなし概念の構築

✓ 人財育成強化・スキルマネジメント

デジタル

✓ AI活用によるアプロ―チフロー構築
（上位顧客へ“タブロー”ソフト活用)

✓ データに基づいたアプローチフロー
CSF

戦略３

収益構造改革
差益率改善、要員効率の最大化と施策有効
活用による収益化（収支改善計画5億)

➀各MD領域の仕入差益拡大
売上差益額×買上客数の取り組み

➁販売管理費の削減
業務改善とセットに販管費の削減に取り組
む（計画：約▲3億）

➂保有資産の収益化
パークタワー（コンタクトセンターなど）、
物流センターを中心に収益拡大（計画：約
1億9千）

人財基盤・サ
スティナブル

MIカード・

アプリ獲得

CRM

品揃え

修正

徹底した

おもてなし

ＭＩＳＳＯＮ

※４月年度方針説明会参照

課題 「人の力」❶売上のさらなる拡大❷効果的オペレーションの確率 「収益構造の改善」❶差益率改善❷百貨店以外収益確保、損益分岐点売上を下げる

環境与件の変化を踏まえて
コロナ前18年に対して「同等の売上」かつ「85％の経費」で黒字化

2023年度方針（全体像）



１．２０２３年度上期札幌丸井三越の動向
（４）重点戦略進捗

P5

①マスから個のCRM戦略シフト

• 札幌丸井三越の“ファン化”へ、ＣＲＭ戦略が推進されています。買上げ上位

顧客を対象に長月会でのエムアイポイントの付与や、MIアプリを通しての商

品提案など、顧客にあわせたアプロ―チを行っています。

• MIカードを継続して利用する顧客は、客単価が3年間で4倍になります。

上期は識別顧客を増加へ、催事の先行入場、LINEの入会キャンペーンが行わ

れてきました。

②おもてなし2.0フェーズ

• おもてなしスキルの向上へ、前年から継続して「おもてなし宣言」を実施し

ています。おもてなし宣言に数値目標を加え、宣言の精度を高め、メンバー

が持つ得意な分野を育て、自信を持ち業務に行うことを目的に、取り組みが

推進されています。

• ＡＩ活用として、外商部でタブローを活用し上位顧客へアプローチを行って

います。上位顧客の購買データをAIにインプットして、顧客の潜在ニーズを

引き出す提案を外商セールスが行っています。

※2023年度方針参照

【報告事項】

③収益構造改革

• 百貨店事業以外に収益の柱を作るため、保有資産を活用した以下の取り組みが進んでいます。

業務委託として、三越伊勢丹コンタクトセンター事業がパークタワー8階にて4月から開始しました。

保有資産の外部への貸し出しとして、パークタワー6～7階、物流センター地下1階の一部の賃貸が決定しています。

百貨店内のテナント入居として、前年のユザワヤから始まり、今年度は9月にニトリ、11月にユニクロの入居が決まっています。

• 収益構造の改善の1つとして、百貨店運営における要員効率化へ採用抑制、グループ内外への出向政策が行われています。少ない要員

で運営できる体制の構築へ業務効率化への取り組みが推進されています。



（１）前提認識

• 賞与要求（基本賞与水準）にあたっては、２０２３年度春の交渉「ベースとなる賞与の考え方」を基に、労使協議、要求を行い、

早期に合意を目指します。

※２０２３年度春の交渉議案書Ｐ７８参照

• ベースとなる賞与の考え方から大きく変動がある場合は、「メンバーズVOICE」にて意見集約、「支部大会」にて要求案を審議決

定を行います。変動がない場合は、「支部評議員会」にて審議決定を行います。

＜2023年度 春の交渉メンバーズVOICE議案書＞

春の交渉議案書は
こちらクリック

２．賞与要求にあたり考え方
P6

【報告事項】

https://members.imgu.or.jp/ca053/797
https://members.imgu.or.jp/ca053/10416


２．賞与要求にあたり考え方

• 賞与要求にあたっては、これまでの2023年度春の交渉「ベースとなる賞与の考え方」を基に労使協議、要求を行い、早期に合意を

目指します。※2023年度春の交渉議案書Ｐ78参照

• ベースとなる賞与の考え方から大きく変動がある場合は、「メンバーズVOICE」にて意見集約、「支部大会」にて要求案を審議決定

を行います。変動がない場合は、「支部評議員会」にて審議決定を行います。

（２）ベースとなる賞与の考え方
【報告事項】

P7

① 基本賞与水準は、現行の基本賞与と直近の業績加算金要求を基に、「平均2.12ヶ月
/ 年（ 12月： 1.12ヶ月、 6月：１.00ヶ月）」です。

② また、外商セールスの支給表については、2022 年度労使通年協議での改定内容を反
映し、 基本賞与水準の支給表に対して、加算した支給ヵ月 となることを合わせて労
使確認します。

③ 支給表は、右記の通りです。

④ 業績評価指標は、「年間営業利益」をベースに「黒字達成、前年達成度、予算達成
度等」の結果を中心とし、総合的に勘案した交渉を行います。

⑤ 支給表の変動方法は、基本賞与の支給表に加算をする仕組みとして「営業利益目標
（毎年確認）を上回った利益の１/３」をベースに変動を年度業績確定後に協議して
6月賞与に反映します。なお、変更がない場合は「支部評議員会」にて審議決定しま
す。

⑥ 業績評価指標・支給表の変動方法は、前述をベースの考え方としますが、企業状況
（大幅な売上・利益増減、定性的変動等）も総合的に勘案して、別途労使交渉も
行っていくこととします。

⑦ また、加算をする支給部分については、時給制社員も同様に協議します。

評価
2023年12月
基本賞与
ヶ月

2024年６月
基本賞与
ヶ月

７/S １.３４ １.２０

６/A １.２３ １.１０

５/B １.１２ １.００

４/C １.０１ ０.９０

３/D ０.９０ ０.８０

評価
2023年12月
支給加算ヶ月

2024年６月
支給加算ヵ月

S +0.6 ＋0.6

A +0.2 ＋0.2

<月給制社員>

<外商セールス>

<札幌丸井三越 ベースとなる賞与の考え方>



２．賞与要求にあたり考え方
（３）外商セールスの支給加算ヵ月について

① 制度内容※2023年春の交渉振り返り

• 外商部は会社における重点戦略部門と位置付けられ、今後においても「衣・食・住」全てのカテゴリーであらゆるチャンネルを用い

て高感度上質戦略の実行し、顧客満足を最大化することで企業収益に貢献していきます。

• 戦略実行を担う一人ひとりの外商セールス担当のさらなるモチベーション向上と業績拡大につなげるため、 既存の賞与制度におけ

る支給ヵ月に加算する仕組みを導入しました。

• 賞与支給表への加算支給とすることで、 成果行動のプロセスを反映することや、指標のわかりやすさによるモチベーション向上を

図ります。また、外商部における賞与指標の達成度合いを高めることで、企業戦略の実行性、ひいては高い企業貢献につながる仕組

みとします。

• 具体的には、半期毎の賞与支給時に、対象セールスへの「Ｓ・Ａ評価加算表」を加える対応とします。

• 賞与要求については、制度にもとづき、半期毎に要求を行い、評価確定時には評価分布の“セールス報酬委員会”にて労使確認を行い

ます。

② 2023年度上期外商部業績動向

• 外商部は、上期予算比96.6％と未達ではありましたが、上位～中位顧客の買上げが活性化しており、売上前年比106.9％、コロナ前

の18年度売上と比較して98％まで回復しています。

• 今年度スタートしたタブローを活用することで、これまでの催事を中心とした「モノ」軸のお客さまへのアプローチから、買上げ

データを基にした「顧客」軸でアプローチする業務フローに変わり、顧客へより効果的な提案、販売を行う仕組みを整備しながら顧

客接点強化、売上向上の取り組みを進めています。

• 特にセールスメンバーについては、新たなセールスと顧客の体制構築とともに、これらの新たなチャレンジに重点戦略部門として挑

んでいます。

P8

■賞与支給表※現行ベース

評価 6月 12月 支給加算

S 1.20 1.34 +0.6ヶ月

A 1.10 1.23 +0.2ヶ月

B 1.00 1.12

C 0.90 1.01

D 0.80 0.90

賞与支給表への支給加算

➊加算対象：外商セールス※期末の所属を基準とする
➋加算時期：半期毎（12月・6月）賞与評価時に支給
➌加算 ：Ｓ・Ａ評価者へ支給ヶ月を加算する
※S評価＝＋0.6ヶ月 Ａ評価＝＋0.2ヶ月

【報告事項】



２．賞与要求にあたり考え方
【報告事項】【報告事項】（４）賞与要求に対する組合スタンス

①取り巻く環境、業績動向について

• 企業を取り巻く環境は、コロナウィルスの5類移行に伴い、客数の増加に繋がってます。加えて、戦略を推進し、売上拡大、収益の

見直しを行ない、前年から増収増益になりました。前年からの売上の伸び率もグループ地域会社の中でトップの数値を記録し、2023

年度の黒字化に向けて期待が持てる要素が増えてきました。

• この間の従業員の頑張りとして、コスメ施策や遊休地活用などで売上を伸ばしたこと、百貨店事業における少人数で運営できるオペ

レーションの構築や、共配率向上への取り組みを行い収益改善を行ったことが前年からの増収増益に繋がったと捉えています。

②2023年12月賞与要求について

• 賞与要求にあたっては、上期中の黒字は達成していませんが、営業利益予算を越えている事、前年から大幅な増収増益となっている

事など総合的な視点を基に労使で確認を行ってきました。

• 2023年度は黒字化への転換、黒字化体質の構築に向けて、重要な位置づけになります。営業利益予算・前年は達成していますが、目

標となる年間の営業利益目標の達成には不確定な状況です。賞与要求にあたっては、2023年度営業利益目標の達成への意欲向上へ、

春の交渉において労使確認している、ベースとなる賞与の支給表通りの要求を行います。

③今後に向けて

• 札幌丸井三越のVISION実現へ、三越伊勢丹グループの戦略である「まち化」をグループに先駆けて取り組むことになります。札幌丸

井三越が札幌大通の中心となるためには、「人の力」を高めることがVISIONの実現に繋がると捉えています。皆が持つ得意な分野を

伸ばし、「人の力」を高めることで、戦略の実行度を高め、「まち化」の実現を目指します。

• 労働組合としては、目標とする業績が達成した際には、2024年6月の賞与交渉で従業員の成果に報いることが出来る労使協議を行っ

ていきます。更に、 2028年までに目指す中期の労働条件として、現在支部執行部で労働条件ロードマップの策定を始めており、

「まち化」が進み高収益体質が実現した際に達成したい労働条件について議論を進め、2024年度以降の労使通年協議に反映します。

P9



３．2023年12月賞与要求（案）

評価

2023年
12月

基本賞与ヶ月

2024年
6月

基本賞与ヶ月

2023年度
賞与ヶ月

７/S １.３４ １.２０

平均
２.１２

６/A １.２３ １.１０

５/B １.１２ １.００

４/C １.０１ ０.９０

３/D ０.９０ ０.８０

月給制社員
※評価分布は「平均Ｂ以上」
（スペシャルスタッフ・エルダースペシャルスタッフは
「絶対評価」）

（１）雇用形態別支給ヶ月、評価分布要求

• 営業利益の上期予算・前年は達成しています。一定の営業利益を確保している一方で、年間の黒字達成や営業
利益目標の達成には、現時点では予断を許さない状況であると捉えています。

• よって、支給表については変動せず、春の交渉において労使確認をしている支給表通りの要求を行います。
• 基本賞与水準は支給表通り、「平均1.12ヵ月」の要求を行います。
• 外商部の対象セールスに対して、「S・A評価加算表」を加える対応を行います。

P10

【審議決定事項】

評価
2023年
12月

支給加算ヶ月

2024年
６月

支給加算ヵ月

S +0.6 ＋0.6

A +0.2 ＋0.2

外商セールス
「S・A評価加算表」



（２）雇用形態別の要求、支給細則

①ゼネラルスタッフ（ステージＢ・Ｃ）

• 2023年12月の基本賞与を「右記の支給表」で支給することを要求します。

• 評価分布については、「ステージＢ：平均５以上（ステージＣ：平均Ｂ以上）」と
することを要求します。

• 外商セールスの支給表については、 基本賞与水準の支給表に対して、加算した支
給ヵ月 となることを要求します。

• 支給対象・基準日・支給方法については、以下の通り要求します。

①支給対象
・2023年4月1日から2023年9月30日まで勤務し、引き続き支給当日在籍している者。
・ただし、期間中欠勤・休職等のあるものは、それぞれ定めた支給方法で支給する。

その際、欠勤日数・休職日数等(育児休職・介護休職等※)は期間中の休日・連続休暇等を除く実質日数とし、それにより出勤
日数を算出する。
なお、賞与日割については、それぞれの期間の所定労働日数を基礎に算出する。※その他の無給の休暇・休職等も含む。

②基準日
・本給（ステージＢ：資格給＋役割給＋個人成果給、ステージＣ：ベース給＋役割成果給）、および資格は、2023年9月30日を基

準とする。
・ただし、メイトスタッフからゼネラルスタッフに登用された者は、ゼネラルスタッフとしての賞与を支給する。
・定年後再雇用された者は、定年後再雇用区分としての賞与を支給する。

③支給方法
・期間中欠勤のない者 「本給×支給ヵ月」
・期間中欠勤、休職のある者 「本給×支給ヵ月×(出勤日数÷所定労働日数)」

・その他、細部については労使協議の上決定する。

評価
2023年12月

基本賞与（ヶ月）

７（S） １.３４

６（A） １.２３

５（B） １.１２

４（C） １.０１

３（D） ０.９０

３．2023年12月賞与要求（案）
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【審議決定事項】

外商セールス
2023年12月
支給加算ヶ月

+0.6

+0.2



②メイトスタッフ

• 2023年12月の基本賞与を「右記の支給表」で支給することを要求します。

• 評価分布については、「平均Ｂ以上」とすることを要求します。

• 外商セールスの支給表については、 基本賞与水準の支給表に対して、加算した支給ヵ月 
となることを要求します。

• 支給対象・基準日・支給方法については、以下の通り要求します。

①支給対象
・2023年4月1日から2023年9月30日まで勤務し、引き続き支給当日在籍している者。
・ただし、期間中欠勤・休職等のあるものは、それぞれ定めた支給方法で支給する。
     その際、欠勤日数・休職日数等(育児休職・介護休職等※)は期間中の休日・連続休暇等を除く実質日数とし、それにより出勤

日数を算出する。
     なお、賞与日割については、それぞれの期間の所定労働日数を基礎に算出する。※その他の無給の休暇・休職等も含む。

②基準日
・本給(基本給＋職務給）、および資格は、2023年9月30日を基準とする。
・定年後再雇用された者は、定年後再雇用区分としての賞与を支給する。

③支給方法
・期間中欠勤のない者 「本給×支給ヵ月」
・期間中欠勤、休職のある者 「本給×支給ヵ月× (出勤日数÷所定労働日数)」

④2023年10月入社のメイトスタッフの2023年12月基本賞与
・「一律0.56ヵ月」※基本賞与満額支給の1/2を基準として支給する
⑤2023年10月1日アシストスタッフからメイトスタッフへ転換時の2023年12月基本賞与
・「一律0.56ヵ月」※基本賞与満額支給の1/2を基準として支給する

・その他、細部については労使協議の上決定する。

評価
2023年12月

基本賞与（ヶ月）

S １.３４

A １.２３

B １.１２

C １.０１

D ０.９０

３．2023年12月賞与要求（案）
P12

【審議決定事項】
外商セールス
2023年12月
支給加算ヶ月

+0.6

+0.2



③プロスタッフ

• 2023年12月の基本賞与を「右記の支給表」で支給することを要求します。

• 評価分布については、「平均Ｂ以上」とすることを要求します。

• 外商セールスの支給表については、 基本賞与水準の支給表に対して、加算した支給ヵ月 
となることを要求します。

• 支給対象・基準日・支給方法については、以下の通り要求します。

①支給対象
・2023年4月1日から2023年9月30日まで勤務し、引き続き支給当日在籍している者。
・ただし、期間中欠勤・休職等のあるものは、それぞれ定めた支給方法で支給する。
     その際、欠勤日数・休職日数等(育児休職・介護休職等※)は期間中の休日・連続休暇等を除く実質日数とし、それにより出勤

日数を算出する。
     なお、賞与日割については、それぞれの期間の所定労働日数を基礎に算出する。※その他の無給の休暇・休職等も含む。

②基準日
・本給（基本給＋職務給）、および資格は、2023年9月30日を基準とする。
・定年後再雇用された者は、定年後再雇用区分としての賞与を支給する。

③支給方法
・期間中欠勤のない者 「本給×支給ヵ月」

・期間中欠勤、休職のある者 「本給×支給ヵ月× (出勤日数÷所定労働日数)」

・その他、細部については労使協議の上決定する。

３．2023年12月賞与要求（案）
P13

【審議決定事項】

評価
2023年12月

基本賞与（ヶ月）

S １.３４

A １.２３

B １.１２

C １.０１

D ０.９０

外商セールス
2023年12月
支給加算ヶ月

+0.6

+0.2



④エルダースタッフⅡ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ

• 2023年12月の基本賞与を「右記の支給表」で支給することを要求します。

• 評価分布については、 「平均Ｂ以上」とすることを要求します。

• 外商セールスの支給表については、 基本賞与水準の支給表に対して、加算した支給ヵ月 
となることを要求します。

• 支給対象・基準日・支給方法については、以下の通り要求します。

①支給対象
・2023年4月1日から2023年9月30日まで勤務し、引き続き支給当日在籍している者。
・ただし、期間中欠勤・休職等のあるものは、それぞれ定めた支給方法で支給する。
     その際、欠勤日数・休職日数等(育児休職・介護休職等※)は期間中の休日・連続休暇等を除く実質日数とし、それにより出勤

日数を算出する。
     なお、賞与日割については、それぞれの期間の所定労働日数を基礎に算出する。※その他の無給の休暇・休職等も含む。

②基準日
・本給（基本給）、および資格は、2023年12月1日を基準とする。

③支給方法
・期間中欠勤のない者 「本給×支給ヵ月」
・期間中欠勤、休職のある者 「本給×支給ヵ月×(出勤日数÷所定労働日数）」

・その他、細部については労使協議の上決定する。

３．2023年12月賞与要求（案）
P14

【審議決定事項】

評価
2023年12月

基本賞与（ヶ月）

S １.３４

A １.２３

B １.１２

C １.０１

D ０.９０

外商セールス
2023年12月
支給加算ヶ月

+0.6

+0.2



⑤スペシャルスタッフ

• 2023年12月の基本賞与を「右記の支給表」で支給することを要求します。

• 評価分布については、「絶対評価」とすることを要求します。

• 外商セールスの支給表については、 基本賞与水準の支給表に対して、加算した支給ヵ月 
となることを要求します。

• 支給対象・基準日・支給方法については、以下の通り要求します。

①支給対象
・2023年4月1日から2023年9月30日まで勤務し、引き続き支給当日在籍している者。
・ただし、期間中欠勤・休職等のあるものは、それぞれ定めた支給方法で支給する。
     その際、欠勤日数・休職日数等(育児休職・介護休職等※)は期間中の休日・連続休暇等を除く実質日数とし、それにより出

勤日数を算出する。
     なお、賞与日割については、それぞれの期間の所定労働日数を基礎に算出する。※その他の無給の休暇・休職等も含む。

②基準日
・本給（基本給）、および資格は、2023年9月30日を基準とする。
・定年後再雇用された者は、定年後再雇用区分としての賞与を支給する。

③支給方法
・期間中欠勤のない者 「本給×支給ヵ月」
・期間中欠勤、休職のある者 「本給×支給ヵ月×(出勤日数÷所定労働日数) 」

④2023年10月入社のスペシャルスタッフの2023年12月基本賞与
・「一律0.5ヵ月」※基本賞与満額支給の1/2を基準として支給する

・その他、細部については労使協議の上決定する。

３．2023年12月賞与要求（案）
P15

【審議決定事項】

評価
2023年12月

基本賞与（ヶ月）

S １.３４

A １.２３

B １.１２

C １.０１

D ０.９０

外商セールス
2023年12月
支給加算ヶ月

+0.6

+0.2



⑥エルダースペシャルスタッフ

• 2023年12月の基本賞与を「右記の支給表」で支給することを要求します。

• 評価分布については、「絶対評価」とすることを要求します。

• 外商セールスの支給表については、 基本賞与水準の支給表に対して、加算した支給ヵ月 

となることを要求します。

• 支給対象・基準日・支給方法については、以下の通り要求します。

①支給対象
・2023年4月1日から2023年9月30日まで勤務し、引き続き支給当日在籍している者。
・ただし、期間中欠勤・休職等のあるものは、それぞれ定めた支給方法で支給する。
     その際、欠勤日数・休職日数等(育児休職・介護休職等※)は期間中の休日・連続休暇等を除く実質日数とし、それにより出

勤日数を算出する。
     なお、賞与日割については、それぞれの期間の所定労働日数を基礎に算出する。※その他の無給の休暇・休職等も含む。

②基準日
・本給（基本給）、および資格は、2023年12月1日を基準とする。

③支給方法
・期間中欠勤のない者 「本給×支給ヵ月」
・期間中欠勤、休職のある者 「本給×支給ヵ月× (出勤日数÷所定労働日数)」

・その他、細部については労使協議の上決定する。

３．2023年12月賞与要求（案）
P16

【審議決定事項】

評価
2023年12月

基本賞与（ヶ月）

S １.３４

A １.２３

B １.１２

C １.０１

D ０.９０

外商セールス
2023年12月
支給加算ヶ月

+0.6

+0.2



４． 12月賞与要求に関する今後のスケジュール

日程 労働組合 機関会議

10月3日(火)、4日(水) 札幌丸井三越支部 執行委員会【審議決定】

10月12日（木） 本部執行委員会【審議決定】

10月24日（火）
札幌丸井三越支部 評議員会【審議決定】
※ＶＯＩＣＥ議案書を審議決定

10月25日（水）～11月2日(木) ＶＯＩＣＥ【メンバー確認】※動画配信・資料共有

11月3日（金）
札幌丸井三越支部 評議員会【審議決定】
※ＶＯＩＣＥの意見を踏まえて要求（案）を審議決定

11月4日（土） 労使協議会【労使合意】

12月5日（火）※予定 賞与支給日 ※決定次第会社からお知らせします

【報告事項】

P17



今回の共有は以上です！
＜今回の内容＞

2023年12月賞与 組合要求（案）

１．2023年度上期札幌丸井三越の動向【報告事項】

２．賞与要求にあたり考え方【報告事項】

３．2023年度12月賞与要求（案）【審議決定事項】

◎「Forms」へ、質問・意見をお願いします！！（以下のQRから簡単に入力できます）

P18

https://forms.office.com/r/3mWKW4Asct

https://forms.office.com/r/mpEt7EaNsq


＼2023年度アーカイブ動画は、組合ホームページにて配信中／

経営対策活動“社長インタビュー”
みんなの質問～さあ、ミライの話をしよう

札幌丸井三越支部・第10期重点活動報告
P19

【第18回】2023年8月配信
『第1四半期終了後の業績結果、

2023年度方針の進捗』について

【第20回】2023年10月配信
『“まち化”に向けて、
プロフェッショナルスキルを高める理由』について

【第19回】2023年9月配信
『札幌丸井三越の目指す姿、“まち化”』について

【第14回】2023年４月配信
『販売統括部の働き方の変化』について

【第15回】2023年5月配信
『マスから個CRMシフト』について

【第16回】2023年6月配信
『2年後の働き方の変化』について

【第17回】2023年7月配信
『適正な労働時間』について

https://members.imgu.or.jp/ca053/19073
https://members.imgu.or.jp/ca053/18062
https://members.imgu.or.jp/ca053/14457
https://members.imgu.or.jp/ca053/12590
https://members.imgu.or.jp/ca053/11756
https://members.imgu.or.jp/ca053/15247


労働福祉活動
“イングちゃんのマルミツ探訪”

札幌丸井三越支部・第10期重点活動報告
P20

『外商部ってどんなところ？ 外商部長羽山さんにお話しを伺いました！』

≪主な内容≫※2022年度組織をもとにしています。

１．営業第一部について ２．営業第二部について ３．新規顧客獲得について

『外商部ってどんなところ？ 土井さんにお話しを伺いました！』

≪主な内容≫※2022年度組織をもとにしています。

１．外商の役割について ２．外商の売り上げ構造※2022年度上期

“コンタクトセンターってどんなところ？”シリーズ
『センター長宮本さん、敦賀さんにお話しを伺いました！』
≪主な内容≫
１．コンタクトセンターの取り組みとメンバー構成
２．事業が果たす役割について
３．1日の業務の流れについて
４．職場環境について

イングちゃんと支部執行委員による札幌丸井三越内の様々な部署や、所属されている方を訪問しながら、
職場、業務内容をご紹介をする広報活動をスタートしています。

PART１

PART２

PART３

PART３

https://members.imgu.or.jp/ca053/15451
https://members.imgu.or.jp/ca053/11274
https://members.imgu.or.jp/ca053/11274
https://members.imgu.or.jp/ca053/15451


共済会からのお知らせ
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P22

オリジナルメニューを
ぜひご利用下さい！

全国のシネコンや映画館の劇場鑑賞券が特別価格にてご購入いただけ
ます。※1IDにつき、

年間全券種合計2枚までのお申込みとなります。

【FamilyMartマルチコピー機】ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ･ｼﾈﾏ/ｼﾈﾌﾟﾚｯｸｽ 特別鑑賞券 一般券（大学生以
上） 2,000円 ⇒ 800円

【決済後1時間後に受取】＜コードタイプ＞ＡＣチケット 1,800円⇒ 800円

TDR500円 利用券＜デジタルクーポン＞ 無料

ハワイコンドミニ
アムの予約も
始まるうさよ🐇



https://forms.office.com/r/mpEt7EaNsq


https://forms.office.com/r/mpEt7EaNsq
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